
第 1 回　4 月 17 日（金）12：20～ 

金剛寺　国宝仏　御開帳

第 2 回  5 月 2 日（土）12：15～ 

東大寺　聖武天皇祭

第 3 回　6 月 20 日（土）12：30～ 

鞍馬寺　竹伐り会式

第 4 回　7 月 17 日（金）10：30～ 

祇園祭　前祭　山鉾巡行

第 5 回　8 月 17 日（月）17：3０～ 

建部大社　船幸祭と打上花火

第 6 回　9 月 23 日（水）17：00～ 

西陣 千両ヶ辻と晴明神社 例祭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宣京師お薦めの 歳時記＆光景 

現地セミナー シリーズ[全 6 回]

歩いて求めるささやかな絶景・秀景・珍景・奇景のスナップショット。 

古都京都、古都奈良、湖都滋賀を巡りながら、御開帳中の秘仏や珍しい草花、祭礼の

一場面を眼に焼き付けましょう。その背景に歴史と文化、先人の苦労が偲ばれます。

〒600-800　京都市下京区四条通烏丸東入ル　京都フコク生命四条烏丸ビル地下 1 階

☏ 075-254-2835 ( 平日 10:00～19:00 / 土曜 10:00～17:00 / 日曜 10:00～12:00 ) 

お申し込み 
お問い合わせは

■講　師：小嶋一郎（京都産業大学 日本文化研究所 上席特別客員研究員 宣京師） 

■社寺等施設の都合、天候・交通・その他の理由により、行程・訪問先等を変更することがあります。 
ホームページもあわせてご覧ください。■講座中の録音・録画は、お控えください。 ■締切日：各日 5 日前

■受講料：会員 3,630 円(税込) 

一般 3,960 円(税込) 

平成２９年に国宝指定された「天野山　金剛寺」

の本尊、大日如来坐像・不動明王坐像・降三世明

王坐像は、いずれも丈六仏と呼ばれる巨像で、

行程（予定）１２：２０南海高野線・近鉄長野線「河内長野」駅改札前(２階)集合

～１２：３５南海バス(路線バス)「河内長野前」乗車～１２:５５頃天野山バス停到
着～１３:００「金剛寺」拝観※拝観料１,０００円(予定)～１４：１５頃同寺院出発～
１４:３２頃南海バス(路線バス)「天野山バス停」出発～１４:５０頃「河内長野駅

前」到着～１５:００頃河内長野駅前解散 〈オプション〉１５:２０分頃「西条酒
造」到着(「天野酒」等お買い物タイム)～１６:００頃「河内長野」駅前解散 
 

彩色の状態も良く、造立した仏師も判明しています。例年４月１７日・１８日の

両日、御開帳となりますので、この機会にお参りいたしましょう。

聖武天皇の開基となる「東大寺」では、毎年聖

武天皇の命日にあたるこの日に法要を行い、

近年は、聖武天皇をはじめ歴史上の人物など　　　

行程（予定）１２：１５近鉄「奈良」駅東改札前コンコース(地下)集合～１２：３５頃
「吉城園」を通り東大寺境内へ～１３：００頃「東大寺南大門」付近※行幸列の進

捗状況により行程変更の可能性あり～１３：１５頃「東大寺大仏殿」拝観※拝観料
800 円(予定)～１４:３０頃東大寺出発～１５:００頃「聖武天皇陵」参拝または
「正倉院」外観見学～１５:３０頃近鉄「奈良」駅前で解散

に扮した天平時代の行列が、公園から東大寺大仏殿までお渡りになりま

す。また、中門前の鏡池特設舞台では、幾つかの芸能が奉納されます。

行程（予定）１３：００地下鉄烏丸線「今出川」駅南改札前（地下）集合～１３：０５
頃駅を出発(徒歩移動)～１３：３０頃「一条戻橋」到着～１３：４５頃「千両ヶ辻」
エリア到着～１４：００頃西陣の町家を見学～１５：００「晴明神社 例祭」神輿通

過※祭礼の進捗状況により行程変更の可能性あり～１５:３０頃「晴明神社」参拝～１６:
００頃晴明神社付近にて解散

山法師姿の男性８人が、丹波座と近江座の２組

に分かれ、太い竹を伐る速さを競うという勇壮

行程（予定）１２：３０叡山電鉄「出町柳」駅改札前（地上）集合～１２：４５頃叡山
電鉄乗車～１３:１６「鞍馬」駅下車～１３：２０頃「鞍馬」駅出発～１３:３０頃「鞍馬

寺」入山※愛山料５００円(予定)＋霊宝殿入館料２００円(予定)～１４:００頃金
堂本殿前にて「竹伐り会式」開始～１５:００頃「竹伐り会式」終了～１５:１０頃
「霊宝殿」見学～１５:５０頃霊宝殿前再集合後、帰路出発～１６:３０頃叡山電鉄

「鞍馬」駅前にて解散

な行事が、毎年この日に鞍馬寺では行われています。法要を含めて約一時

間の行事ですが、優美で力強い「舞楽」の奉納も行われます。

行程（予定）１０：３０地下鉄「烏丸御池」駅北改札前(地下)集合～１０：３５頃駅
を出発～１０：４５頃「御池通」沿道にて待機※巡行の進捗状況により、行程変更の可

能性あり～１１：００頃山鉾巡行先頭「長刀鉾」見物～１１:３０頃新町御池交差点

付近まで移動(お稚児さんを見送る)～１２:００頃「御池通」沿道で「山鉾巡
行」見学～１３：３０頃地下鉄「烏丸御池」または阪急「烏丸」駅付近にて解散

行程（予定）１７：３０ＪＲ琵琶湖線「石山」駅改札前(２階)集合～１７：３５頃駅出
発～１８：００頃「瀬田唐橋(船幸祭の主な場所)」到着～１８：３０頃「建部大社」
境内到着※祭礼の進捗状況により行程変更の可能性あり～１９：１５頃「瀬田唐橋」東

詰付近へ戻る～１９：４５頃還幸祭で打上げ花火奉納～２０:２０頃瀬田唐橋出
発(帰路)～２０:４５頃ＪＲ「石山」駅で解散

※資料、イヤホンガイド使用料、保険代込 
※拝観料、交通費等は別途当日各自負担 
※お申込みにはご入金が必要です

「祇園祭」のハイライト「山鉾巡行」。「動く美術

館」とも称される祇園祭の山鉾の中でも、前祭

巡行では２３基の山鉾が、「長刀鉾」を先頭に、四条通から河原町通、そして

御池通へと進んでいきます。今回は、御池通で山鉾巡行を出迎え、少し移

動しながら辻回しの見える場所へと向かい、２３基の内、１５基を見送る予定

です。それぞれ個性のある山鉾の特徴などをその都度解説します。 

近江国一宮「建部大社」は、日本武尊(やまとたけ

るのみこと)を祀る古社で、この日は一年で最も

大事な例祭が執り行われます。神様を乗せた船を中心に、船団で瀬田川を

移動するため「船幸祭」と呼びます。また帰りは「還幸祭」と呼びます。その

際に打ち上げ花火が川では奉納され、祭の雰囲気は最高潮に達します。 

[発行] 2026年 3月

織物の町「西陣」が最も栄えた江戸時代の頃、大

宮通一条辺りでは、一日千両もの大金が商いで

動いたことから「千両ヶ辻」と呼ばれました。この界隈では、毎年秋分の日

に、町衆達が自慢の町家を開放し、一般見学も可能となります。折しもこの

日は、氏神の「晴明神社」の例祭と重なり、神輿の巡行で賑わいます。


